
  

「聖学院創立 120周年のロゴマークが完成しました」 

 来年 2023 年は聖学院が誕生して 120 周年を迎えます。10 月 28 日（土）と       

30 日(月)には記念行事が予定されています。それに先立ち創立 120 周年記念事業 

実行委員会（21 名）によってロゴマークが完成しましたので以下に紹介をいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに聖学院大学では10月12日（水）に清水正之学長によって創立記念講演会が

行われましたが、駒込キャンパスにおいても創立記念行事が各校で行われました。 

その昔、ルーツ（roots）という言葉が流行りましたが、自分が今この聖学院大学にいる

ことの由来を尋ね、起源を知ることは大事なことではないでしょうか。その誕生は1903年

にディサイプルス派の本郷教会堂を仮校舎として始まった神学校にまで遡ることができ 

ます。その後上記の各校各園が設立されました。 

11 月に入り巷では「文化祭」と言い慣らされている行事が行われています。聖学院  

大学でもヴェリタス祭が行われました。祭を楽しむと同時に聖学院の roots に想いを寄せ

ながらこの時を過ごしたいと願うのです。 

 

(聖学院院長・キリスト教センター所長 山口博) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.62022 年 11 月 4日（金） 

 

神を仰ぎ 人に仕う 

 

主は人の一歩一歩を定め 御旨にかなう道を備えてくださる。 

（詩編 37編 23 節） 

 
 

 
 

全学礼拝は火曜日～金曜日です。秋学期の月に 1度のチャペルでの対面礼拝 

週間は 14時 40 分～15時 10 分で行われます。それ以外は、昨年度に引き続 

きキリスト教センターホームページでのオンライン礼拝配信となります。 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
い だ

したまえ 

国とちからと栄えとは  

限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

若者も倦み、疲れ、勇士もつまずき倒れようが、主に望みをおく人は新たな力を得、

鷲のように翼を張って上る。走っても弱ることなく、歩いても疲れない。 

                     （イザヤ書 40章 30-31 節） 

毎週木曜日 18 時 40 分～19 時 40 分、 緑聖ホールＣ室にて行っておりま
す。どなたでも自由にご参加ください。 
      

 

 
聖学院大学    聖学院中高  女子聖学院中高  聖学院小学校 聖学院幼稚園 聖学院みどり幼稚園 

聖学院大学大学院 

 

・オリーブの実は、校章カラーを使用しており、7 つの学校を意味します 

・ディサイプルス派日本伝道 140 周年の文字をマークの下に入れました。 

・平和の象徴であるオリーブと鳩をモチーフに用いた周年ロゴマークです。 

聖学院聖学院大学 聖学院中高 女子聖学院中高 聖学院小

学校 聖学院幼稚園 聖学院みどり幼稚園 聖学院大学大学

院 

平和の象徴であるオリーブと鳩をモチーフに用いた周 

年ロゴマークです。大学 聖学院中高 女子聖学院中高 聖

学院小学校 聖学院幼稚園 聖学院みどり幼稚園 聖学院大

学大学院  

平和の象徴であるオリーブと鳩

をモチーフに用いた周  

年ロゴマークです。  



11 月 15 日（火） 熊江  秀一先生   （日本キリスト教団大宮教会牧師） 
11 月 16 日（水） 山口  博先生   （聖学院院長・キリスト教センター所長） 
11 月 17 日（木） 伊藤亜矢子先生   （心理福祉学科教授） 
11 月 18 日（金） 洛雲海チャプレン   （政治経済学部チャプレン） 
11 月 22 日（火） 木村太郎チャプレン （心理福祉学部兼人間福祉学部チャプレン） 
11 月 23 日（水） 倉橋   基職員   （監査室サブマネージャー） 
11 月 24 日（木）【点火祭での対面礼拝】柳田洋夫チャプレン （人文学部チャプレン）  
11 月 25 日（金） 鄭 鎬 碩 先 生    （政治経済学科教授） 
11 月 29 日（火） 川中    真先生   （日本キリスト教団香貫教会・沼津大岡教会牧師）          
11 月 30 日（水） R．ローランド先生   （欧米文化学科助教） 
12 月 1 日（木） 佐藤  千瀬先生   （児童学科准教授） 
12 月 2 日（金） 相川  徳孝先生   （児童学科特任教授） 
 

次回の 発行日は、12 月 2日（金）です。 

 

今年もイエス・キリストの誕生を祝う

クリスマスの季節がやって来ました。 

その最初の祭典が点火祭。ともに

「光」のおとずれを喜び祝いましょう。 
 
＜メッセージ＞ 

柳田洋夫チャプレン 
（人文学部チャプレン） 

「私 た ち を 見 出 す 神 」  

 
場所：南キャンパス図書館棟前 

 
詳細は後日 UNIPA にてご案内します。 

全学礼拝のオンライン礼拝配信は、キリスト教センターのホームページからアクセス

できます。 

 聖学院キリスト教センター 
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奨励者 渡辺 善忠 

 （日本キリスト教団巣鴨教会牧師・本学講師） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 渡辺 善忠 
◆  ◆  ◆ 

前 奏   

讃美歌 267 番 1 節 

聖 書 詩編 46編 1～12 節 

祈 祷           （旧約 P.880） 

奨 励 「神はわたしたちの砦 

～聖書朗読とオルガン曲 

によるメディテーション～」 

祈 祷  

讃美歌 267 番 4 節 

主の祈り  

後 奏         

 

１１月 8 日（火） 
 

Seigakuin University CHAPEL NEWS  2022.11.8-11 
「一人を愛し、一人を育む。」 

今 後 の 全 学 礼 拝 （ オ ン ラ イ ン ） 奨 励 者 の ご 案 内 

 奨励者 清水 正之 

 （聖学院理事長・大学学長） 

司会者 洛雲海 

奏楽者 兼次 七鈴（心理福祉学科 1年） 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 9 番 1節 

聖 書 詩編 92編 8～9節 

     詩編 103 編 15～16 節 

 （旧約 P.931、940） 

祈 祷       

奨 励 「今と永遠」 

祈 祷  

讃美歌 9 番 2節 

主の祈り 

後 奏         
 
 

１１月 9 日（水） 
 

 

―召天者記念礼拝― 

奨励者 菊地 順 

 （政治経済学科特任教授） 

司会者 木村 太郎 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 494 番 1 節 

聖 書 詩編 90編 1～12 節 

              （旧約 P.929） 

祈 祷 

奨 励 「若い人たちの死を悼む」 

祈 祷  

讃美歌 494 番 3 節 

主の祈り 

後 奏         

 

１１月１0 日（木） 
 

奨励者 申 玉秀 
 （長老会神学大学校大学院長 

キリスト教思想研究部部長・教授） 

司会者 山口 博 

奏楽者 ングワー路津子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 157 番 1節 

聖 書  ルカによる福音書 

10章29～37節（新約P.126） 

祈 祷        

奨 励  「共感」 

祈 祷  

讃美歌 二編 157 番 2節 

主の祈り 

後 奏         

 

１１月１1 日（金） 
 

 
クリスマスツリー点火祭のご案内（11 月 24 日＜木＞）16:40～17:10 


